
科目名 資格英語演習（English Practice for Qualification Test）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 90 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　菅原　剛

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

TOEICテストの全体像を把握し、各パートの解法、および効率的なタイムマネイジメントを身につけること
によって、目標スコアを獲得することができる。
（１）TOEICテストで目標スコアを取得できる。
（２）TOEICテストで効率的なタイムマネイジメントができる。
（３）スラッシュ・リスニングを駆使してTOEICテストを解くことができる。
（４）スラッシュ・リスニングを駆使してTOEICテストを解くことができる。

第４学年 機械・電気工学科 学修 2 単位 選択 演習

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

TOEICテストで目標スコ
アの１００％を獲得でき
る。

TOEICテストで目標スコ
アの８０％を獲得できる。

TOEICテストで目標スコ
アの６０％を獲得できる。

TOEICテストで目標スコ
アの６０％未満しか獲得
できない。

到達目標
②

TOEICテストで効率的な
タイムマネイジメントを１
００％できる。

TOEICテストで効率的な
タイムマネイジメントを８
０％できる。

TOEICテストで効率的な
タイムマネイジメントを６
０％できる。

TOEICテストで効率的な
タイムマネイジメントを６
０％未満しかできない。

到達目標
③

スラッシュ・リスニングを
１００％用いて、TOEICテ
ストを解くことができる。

スラッシュ・リスニングを
８０％用いて、TOEICテス
トを解くことができる。

スラッシュ・リスニングを
６０％用いて、TOEICテス
トを解くことができる。

スラッシュ・リスニングを
６０％未満用いてしか、
TOEICテストを解くことが
できない。

到達目標
④

スラッシュ・リーディング
を１００％用いて、TOEIC
テストを解くことができ
る。

スラッシュ・リーディング
を８０％用いて、TOEICテ
ストを解くことができる。

スラッシュ・リーディング
を６０％用いて、TOEICテ
ストを解くことができる。

スラッシュ・リーディング
を６０％未満用いてしか、
TOEICテストを解くことが
できない。

学習・教育到達目標 （G) JABEE基準１（２） （ｆ）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

○ ○ ◎ ○

総合評価割合 25 25 10 40

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

◎ ◎ ○ ◎

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



補助教材等

学　習　上　の　留　意　点

辞書、色ペン、マーカーペンを毎回必ず持参すること。配布資料は毎回きちんと整理しておくこと。授業と自主学習の連携を
図り、日々英語力アップのためのトレーニングを怠らないようにすること。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

現在、世界約１５０カ国で実施されているTOEICは、グローバルな環境下での英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価
する世界共通のテストであり、今や受験者数は年間延べ約７００万人に及んでいる。これは、現代のグローバル化社会にお
いて、「世界で通用する英語のコミュニケーション能力」の必要性がますます高まっていることを明確に表している。本授業で
は、TOEICテストの全体像を概観し、具体的な対策・解法について、各パートごとに解説していく。また、テキストの練習テスト
２回分から講師が厳選した問題や、過去に出題されたタイプの問題、さらには講師オリジナルの問題を解き進めながら、実践
力および解答力の養成を図っていく。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書
TOEICテスト新公式問題集vol.3（IIBC）、新TOEIC TEST英単語出るとこだけ（小石裕子、アルク）、Make
it in Business(岡本真由美他、センゲージ）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Part３：会話問題へのアプローチ

10

Part３：会話問題へのアプローチ

11

12

13

14

15

現在の自己レベルの把握１：リスニ
ング

テキストのリスニング問題を通して解き、現在
の自分のリスニング力を把握できる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

現在の自己レベルの把握２：リー
ディング

テキストのリーディング問題を通して解き、現
在の自分のリーディング力を把握できる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：TOEICテストとは？授業の評価
方法、及び進め方について

TOEICテストの全体像を把握できる。授業の進
め方や、評価方法を理解できる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part２：応答問題へのアプローチ 応答問題へのアプローチ法を理解できる。 授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part２：応答問題へのアプローチ 応答問題へのアプローチ法を用いて、実際の問
題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ、中間試験対策

Part１：写真描写問題へのアプローチ写真描写問題へのアプローチ法を理解できる。 授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part１：写真描写問題へのアプローチ写真描写問題へのアプローチ法を用いて、実際
の問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

会話問題へのアプローチ方法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part４：説明文問題へのアプローチ 説明文問題へのアプローチ法を理解できる。 授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

試験内容をまとめ、次
回の解説に備える。

会話問題へのアプローチ法を理解できる。 授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

中間試験

期末試験に向けた、総合練習（リス
ニングパート）

リスニングセクション全パートの解法を確認
し、効率よく問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ、期末試験対策

期末試験
試験内容をまとめ、次
回の解説に備える。

前期のまとめ 前期に習得したことを復習し、期末試験で実践
できていることを確認できる。

前期既習事項のの総復
習

Part４：説明文問題へのアプローチ 説明文問題へのアプローチ法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part４：説明文問題へのアプローチ 説明文問題へのアプローチ法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ



回

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Part5,6：短文・長文穴埋め問題への
アプローチ

短文・長文穴埋め問題へのアプローチ方法を理
解できる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part5,6：短文・長文穴埋め問題への
アプローチ

短文・長文問題へのアプローチ方法を用いて、
実際の問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Part7：読解問題へのアプローチ 読解問題へのアプローチ方法を理解できる。 授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part7：読解問題へのアプローチ 読解問題へのアプローチ方法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ、中間試験対策

Part5,6：短文・長文穴埋め問題への
アプローチ

短文・長文問題へのアプローチ方法を用いて、
実際の問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part5,6：短文・長文穴埋め問題への
アプローチ

短文・長文問題へのアプローチ方法を用いて、
実際の問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part7：読解問題へのアプローチ 読解問題へのアプローチ方法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

Part7：読解問題へのアプローチ 読解問題へのアプローチ方法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

試験内容をまとめ、次
回の解説に備える。

Part7：読解問題へのアプローチ 読解問題へのアプローチ方法を用いて、実際の
問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

中間試験

総合トレーニング３（タイムマネイ
ジメント）

既習のアプローチ方法とボキャブを駆使して、
１回分の問題を通して効率よく解くことができ
る。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

学年末試験に向けた、総合練習（全
パート）

学年末試験に向け、１回分の問題を通して効率
よく解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ、学年末試験対策

総合トレーニング１（リスニングセ
クション）

タイムマネイジメントを効率よく行い、リスニ
ング問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

総合トレーニング２（リーディング
セクション）

タイムマネイジメントを効率よく行い、リー
ディング問題を解くことができる。

授業内容の復習、ボ
キャブ増強トレーニン
グ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 ６０時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 ３０時間

学年末試験
試験内容をまとめ、次
回の解説に備える。

年間のまとめと今後のトレーニング
について、授業評価アンケート

年間を通じて身に付けたスキルを確認し、今後
も継続してトレーニングを行うことができる。

前後期既習事項のの総
復習

総　学　習　時　間　数 ９０時間


